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▲草が繁茂し、ごみが散乱する側溝

奥田　俊則

一

般

質

問

新政会町内の環境美化は
まちをきれいにする条例で対応枡田理事

ここを　  うここを　  う問問町政

▲命のカプセルと救急情報シート
　（大山崎町）

▲テルペン跡の憩いの公園

木村　晴恵

山本　雅之

一

般

質

問

公明党

無所属

「命のカプセル」の導入を

産廃問題の責任は

24年度予算編成で検討

今後の対応を協議中

町　長

三村理事

模
の
津
波
が
来
た
ら
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
と
不
安
を
も

っ
て
い
る
。
緊
急
対
策
と
し

て
民
間
企
業
や
高
い
建
物
な

ど
を
一
時
避
難
場
所
と
し
て

指
定
で
き
な
い
か
。

答　

国
の
中
央
防
災
会
議
の

検
討
結
果
に
よ
り
播
磨
町
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行

い
、
避
難
場
所
な
ど
の
再
検

討
を
行
う
。
自
治
会
、
自
主

防
災
組
織
な
ど
と
連
携
を
と

り
、安
全
の
協
議
を
進
め
る
。

う
つ
状
態
の
早
期
発
見
を

自
殺
予
防
対
策
連
絡

会
を
設
置

枡
田
理
事

問　

本
町
の
自
殺
対
策
（
う

つ
病
対
策
）の
取
り
組
み
は
。

答　

う
つ
病
に
つ
い
て
の
知

識
、
相
談
窓
口
、
情
報
な
ど

を
記
載
し
た
自
殺
予
防
啓
発

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
戸
配
布

し
た
。

問　

早
期
発
見
を
う
な
が
す

た
め
、
手
軽
に
心
の
健
康
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
こ
こ
ろ

の
体
温
計
」
を
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
導
入
で
き
な
い
か
。

答　

各
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
構

成
さ
れ
た
自
殺
予
防
対
策
連

絡
会
で
検
討
し
た
い
。

問　

な
ぜ
当
初
の
調
査
で
産

業
廃
棄
物
が
発
見
で
き
ず
、

町
が
処
理
費
用
を
負
担
す
る

事
態
に
陥
っ
た
の
か
。

答　

産
廃
出
土
は
予
期
し
て

お
ら
ず
、
日
本
テ
ル
ペ
ン
化

学
㈱
は
協
議
書
に
基
づ
き
責

任
は
な
い
と
主
張
。
弁
護
士

と
今
後
の
対
応
に
つ
き
協
議

中
で
あ
る
。

問　

未
調
査
・
未
改
良
の
所

ま
で
、
こ
の
協
議
書
は
効
力

を
有
す
る
の
か
。

答　

そ
の
あ
た
り
の
責
任
が
、

お
そ
ら
く
争
点
に
な
っ
て
い

く
と
考
え
て
い
る
。

問　

近
隣
の
方
が
知
っ
て
い

た
工
場
内
の「
ゴ
ミ
捨
て
場
」

に
つ
い
て
、
テ
ル
ペ
ン
か
ら

説
明
も
な
く
、
土
壌
改
良
の

対
象
に
も
し
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
隠
匿
行
為
で
、
責
任
追

及
で
き
る
の
で
は
。

答　

現
在
も
弁
護
士
と
協
議

中
、
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
と
助
言
を
も
ら
っ
た
。

問　

契
約
以
前
に
、
地
域
の

聞
き
取
り
調
査
は
し
な
か
っ

た
の
か
。

答　

そ
の
よ
う
な
記
憶
は
な

か
っ
た
と
思
う
。

問　

そ
こ
に
過
失
責
任
は
。

答　
（
木
村
理
事
）　

当
時
、

主
に
や
っ
て
い
た
方
は
、
周

囲
の
聞
き
取
り
を
し
、
テ
ル

ペ
ン
も
過
去
の
分
に
つ
い
て

聞
き
取
り
を
行
っ
た
と
記
憶

し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼
次
年
度
予
算
編
成
は

▽
外
部
評
価
実
施

▽
公
共
施
設
駐
車
場
の
賃
貸

料
見
直
し

▽
補
助
金
見
直
し

◎
文
中
「
協
議
書
」
と
は
、

平
成
17
年
に
町
と
テ
ル
ペ
ン

が
土
壌
改
良
に
関
し
取
り
交

わ
し
た
も
の
。
こ
れ
に
よ
り

テ
ル
ペ
ン
は
、
清
算
終
了
と

主
張
し
て
い
る
。

問　

条
例
で
定
め
て
い
る
休

館
日
に
子
ど
も
水
泳
教
室
を

開
い
て
い
る
が
、
条
例
を
改

正
す
べ
き
で
は
。

答　

管
理
者
の
自
主
事
業
と

し
て
部
分
使
用
を
許
可
し
て

い
る
。
５
年
の
管
理
期
間
も

あ
る
の
で
、改
正
は
し
な
い
。

問　

管
理
監
督
責
任
は
。

答　

指
定
管
理
者
で
あ
る
。

問　

事
業
主
の
管
理
責
任
は
。

答　

指
定
管
理
者
が
対
応
で

き
な
い
場
合
は
、
町
と
協
議

し
な
が
ら
対
応
す
る
。

問　

子
ど
も
が
プ
ー
ル
を
利

用
す
る
の
は
危
険
で
は
。

答　

実
施
条
件
で
安
全
確
保

の
上
使
用
許
可
を
し
て
い
る
。

問　

プ
ー
ル
の
衛
生
管
理
は
。

答　

施
設
の
安
全
管
理
、
衛

生
管
理
に
伴
う
設
備
主
任
を

配
置
し
て
、
施
設
対
策
を
順

守
し
て
対
応
し
て
い
る
。

若
者
が
企
画
し
て
い
る

50
周
年
事
業
は

正
式
な
要
請
は
な
い

町
長

問　

町
内
の
屋
台
を
持
ち
寄

る
企
画
に
支
援
で
き
な
い
か
。

答　

正
式
な
要
請
は
な
い
の

で
、今
は
お
答
え
で
き
な
い
。

問　

万
一
に
備
え
、
必
要
事

項
を
記
し
た
紙
を
冷
蔵
庫
で

保
管
す
る「
命
の
カ
プ
セ
ル
」

は
、全
国
で
広
が
っ
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
も
導
入
す
べ

き
で
あ
る
。

答　

非
常
に
有
用
な
手
段
の

一
つ
で
あ
る
と
認
識
。
カ
プ

セ
ル
の
配
布
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
度
予
算
編
成
の
中

で
検
討
す
る
。

津
波
避
難
ビ
ル
の
確
保
を

避
難
場
所
な
ど
の

再
検
討
を
行
う

町
長

問　

３
・
11
震
災
後
住
民
の

皆
さ
ん
は
、
同
じ
よ
う
な
規

問　

幹
線
道
路
や
町
道
の
環

境
美
化
は
。

答　

町
道
は
、
道
路
清
掃
車

に
よ
り
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。

問　

県
道
の
側
溝
は
。

答　

住
民
か
ら
の
連
絡
が
あ

れ
ば
県
に
伝
え
る
。

問　

要
望
に
よ
る
対
応
は
。

答　

管
理
者
が
管
理
す
る
の

が
本
来
で
あ
り
、
県
の
管
理

地
は
県
の
判
断
次
第
で
あ
る
。

問　

町
の
窓
口
の
一
元
化
は
。

答　

ど
の
グ
ル
ー
プ
で
も
対

応
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

健
康
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

設
置
・
管
理
条
例
改
正
は

条
例
は
改
正
し
な
い

枡
田
理
事

　町政について実現してほしいことなどを議会に要
望する制度として請願・陳情があります。
　請願の場合には議員（１人以上）の紹介が必要で、
本会議や常任委員会などで慎重に審議・審査した後、
結論を出します。陳情は、議長が審議する必要があ
ると認めた場合、請願と同様の取り扱いをします。
▶提出方法　Ａ４・縦長の用紙に邦文を用いて、提
出年月日・住所・氏名（法人の場合には、その名称
と代表者の氏名）・件名・趣旨などを明記し、氏名の
右側に押印のうえ議長あてに提出します。 書式は、
播磨町議会ホームページからダウンロードできます。 
▶提出時期　随時受け付けをしていますが、定例会
の開会前に行われる議会運営委員会の２日前の午後
５時までに受理されたものは、原則としてその定例
会で審議します。
　
＊受理された請願書と陳情書の記載事項（請願者と
陳情者の住所・氏名・印を含む）は、議会の公文書
として情報公開の対象となります。

請願と陳情

→記入の仕方など詳しくは議員または議会事務局へ

【請願書の記入例】 （A4版・縦）

平成　　年　　月　　日

播磨町議会議長　○○○○○　様

１　件　名
　　　○○○○○○○○○○に関する件
２　請願の趣旨
　　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

（請願者）
　住　所　　　　　
　氏　名　　　　　　　　　　　印
（紹介議員）
　氏　名　　　　　　　　　　　印

※陳情書の場合は、紹介議員の記名・押印は不要です。

○○○○○についての請願書


